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8月6日(土)、7日(日)に約3000人参加のもと、京都にて全国障害者問題研究会第50回全国大会

が開催されました。 

1日目の全体会は京都国際会館で盛大に行われ、文化行事｢Plus 1 Action｣では京都に暮らす当事

者の聞き取りをもとにした発表がありました。成人期ではあらぐさメンバーがスクリーンに登場し、生

活の様子やねがいが発表されました。 

2日目の分科会にはあらぐさ･いろどりの職員6人がそれぞれの分科会へ参加し、半年間現場で作っ

てきた実践レポートを発表しました。要員、ボランティアなど、スタッフとして運営にもたくさんの職

員が携わり、大会を作り上げていきました。 

多くの人達の熱意と活気あふれる2日間でした。６ページで参加者の感想などを紹介しています。 
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正恭（まさゆき）さんは39歳、お家は向日市で

す。あらぐさでの好きな仕事は、ビーズやさをり織

りです。最近は染めの仕事もしています。 

 

おいたち～誕生の頃 

 予定日より早く生まれましたが、体重は2520ｇ

ありました。ところがお乳を噴水のように吐いて、

体重は1800ｇにまで下がってしまい、京大病院の

未熟児センターに入院しました。十二指腸狭窄が原

因と分かりました。鼻注経管栄養で母乳を飲ませ、

体重の回復を待ってやっと手術ができました。 

1か月で退院して家に帰ってきましたが、鼻注栄

養は変わらずでした。口から飲めるようになっても、

1回に10㏄、20㏄という量で、お母さんは一日

中授乳に追われていました。２か月でお宮参りがで

きました。ところが今度は腸捻転を発症、再入院し

て手術をしました。家族の方は、正恭さんが大きく

なるまで、毎年５月になるとこの頃のことを思い出

しました。 

 

小さい頃大事にしたこと 

 その頃お母さんは保育士をしていましたが、正恭

さんの健康を考え退職を決意しました。２歳の時向 

日市に転居。同じダウン症のアキオさんの家族と知 

 

り合いになり、ポニーの学校に行き始めました。ポ 

ニーで知り合った友達やお母さん達とは、障害児学

童や進路のこと等、何でも相談し一緒に活動してき

ました。３歳からは、保育所にも並行通園するよう

になりました。４歳の時に妹が生まれ、正恭さんの

保育園の送り迎え等、近所の人たちに助けてもらい

ました。その方々とは、今も長いおつきあいが続い

ています。 

正恭さんが小さい時から、お母さんには子育てで 

大切にしたことがありました。健康な身体づくりや

生活習慣を身につける事、身辺自立の力です。一年

中薄着や素足で過ごし、食べることを生活の中心に

してきました。お座りができるようになるとすぐ、

おまるに座る習慣をつけました。靴をはく、脱いだ

らそろえる、着替え、服をたたむ等、自分でできる

ように努力をしました。 

 

向日が丘養護学校に入学 

 １年生の時から、からだを動かすことや手指を使

うことを取り組みました。正恭さんは毎朝先生に、

「なっとう」と朝ごはんを報告、着替えを自分でし

たり靴をそろえたりと、小さいころからの生活の力

を、学校でも発揮していました。お箸を上手に使え

るよう練習したのもこの頃です。 

歌や踊りが大好きで、中でも音楽に合わせて全身

を動かす「リトミック」は、生き生きと取り組んで

いました。民舞の「荒馬」は、正恭さんのおはこで

す。馬のフープを持ち、友達と一緒に踊り合う躍動

的な姿が印象的でした。西山での活動や善峯寺マラ

ソンにも取り組みました。 

スクールバスに慣れてくると、２歳上のアキオさ

んといっしょに、バス停から家まで一人で帰る練習

を始めました。お母さん同士交代で見守り、練習し

～ 豊かな生活へ一歩一歩 
 

笑顔と自立  
～ 豊かな生活へ一歩一歩 
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ました。障害児学童に入ってからは、阪急西向日駅

から家まで、一人で行き来できるまでになりました。 

中学部に入ってからの寄宿舎生活は、とても楽し

く過ごせました。先生からは自分の物の整理や片付

け等、生活習慣が身についていると誉められました。 

 

地域で暮らす 

 入学後すぐに障害児学童「がんばクラブ」に入り

ました。自主運営のため、他のお母さん達と一緒に

頑張りました。いろいろな集まりに出掛け、勉強し

ました。丹波養護学校へ、取り組みについて話をし

に行ったこともありました。 

正恭さんが９歳の時、弟が生まれました。その頃

は学校から帰ると、自転車にまたがって近所の犬を

見に行くのを楽しんでいました。犬の反応が面白く、

鎖につないである犬の方に物を投げたりする遊びを

していました。犬が吠えて、近所から苦情が来まし

た。お母さんは正恭さんの関心を違うところに向け

ようと、小さい弟を連れバットとボールを持って、

公園に行くようになりました。近所の養護学校のお

母さん仲間が、ボール投げの相手をしてくれること

もありました。正恭さんはこの遊びにはまり、以来

ずっとバットとボールを持って遊びに行くようにな

りました。 

小学部の時に、お母さん達とあらぐさや寄宿舎の

職員で「さくらの会」が結成され、卒業後の進路に

ついて考えていくことになりました。いろいろな機

会を通して「親が成長した」というのが、お母さん

の実感です。 

向日が丘高等部卒業後は、あらぐさの「さくらん 

ぼの家」に入りました。今はあらぐさで、畑づくり

やビーズ、さをり織りの活動をしています。いつも

笑顔がたえない正恭さんです。 

 

自分らしい楽しみがいっぱい 

音楽が好きな正恭さんは、「命輝け京都第九コンサ

ート」の練習にも参加しました。お父さんの長岡京

市第九の会で合唱するビデオを見て、「行きたい」と

始めたそうです。練習に通うのは大変でしたが、従

妹やガイヘルさんと一緒にがんばって通いました。

これまでに３回、京都コンサートホールの舞台に立

っています。 

親子太鼓サークル「でんでん」には、母子で参加

して１５年以上になります。月２回、太鼓や民舞を

練習しています。ガラシャまつりや高齢者事業所の

運動会のオープニング等、文化行事に出演していま

す。 

平日は、「ケアホームいろどり」で生活している正

恭さん。いろどりが大好きで、あらぐさから帰って

くると、必ず晩御飯のメニューを聞いています。土

日曜日は、ガイドヘルパー制度を利用しています。

友達と、カラオケやボーリングに出掛けています。

最近は平日にも利用し、いろどりからヘルパーさん

と、散歩に行くことができるようになりました。 

 

家族の願い 

お母さんは60歳でヘルパー資格を取り、正恭さ

んがいろどりに入ってからは、ヘルパーとして働く

ことが生きがいになっています。映画やランチにも

出かけて楽しんでいます。 

幸いいろどりに入所でき、設立に対していろいろ

な方に応援していただいた結果だと思っています。

「生まれた地域で暮らせること」が将来の夢でした

が、現実になりました。まだまだこのような施設が

足りません。後に続けるよう、協力していきたいと

思います。３人の子どももそれぞれ独立し、近くで

見守っていけることは、とても幸せです。 

   (取材：前田幸子 真殿尊子 坂下佳子)  
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月に一度の特別メニュー 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８月の特別メニューはエビフライ・コーンス

ープ・サラダ、デザートにエクレアでした。 

特別メニューの時は、利用者さんにスープの

取り分けや野菜の盛り付けなど手伝ってもらい

支援員と一緒に作っています。一つ一つ量を調

整しながら、スープの取り分けや野菜などの盛

り付けをしてくれています。 

最初にデザートを食べる利用者さんや最後に

食べる利用者さん人それぞれでした。皆さん

早々に完食され満足された様子でした。 

他にもクリスマスなどの季節行事では色々な

種類の入ったケーキなども食べたりしました。 

８月末には利用者さんの誕生日もあるので、

ケーキなど用意してお祝いしたいと思います。 

 

（ケアホームいろどり 大木雄大） 

たちばな棟では、イベント事として月に一度の特別メニューがあり季節行事や誕生日には

ケーキなどでお祝いをしています。 
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あらぐさ後援会 加入・募金（敬称略） ＜１０ページより続き＞  

 
            

          

  

   

 

 

 

 今年度から始めた土染め。土顔料を使用してい

ます。力いっぱい思いを込めて作った作品です。

今年のあらぐさカタログにも掲載しているので、

ぜひご覧下さい。 

         販売価格 １枚￥１００ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土染めコースター 

Cグループ 

 

商品紹介 

前田良子 増田尚 増田弘子 増田康夫 増田 

靖子  松浦佳織 松岡稔 松島朱美 松村昭子  

松山幸次 松山雅子 真殿尊子 丸山彰子 三浦

朱葉 三木理枝 三島春子 水口秋子 三谷文菜 

三野真里奈 三橋眞子 三宅善昭 宮﨑俊一  

宮嶋均 宮嶋節代 宮本悦子  宮本史朗 宮本

靖子 村上宏 村上すみ子 村野英介  村山容祥 

森清 森下純平  八木勝光 八木千代子 安井洌 

 

有限会社ヤスイカメラ 安井鈴美  安田耕治 

安田隆 安武梢 安武真理 薮見富喜男 山口

計子 山下紀子 山田央 山中啓三 横川和男 

横川喜美江 横山和子 横山昌子 吉川泰史 

吉永純 吉本久枝 療術院うえの上野徳太  

渡邊恋梨 渡辺裕子 渡辺洋一 渡辺尚子          

匿名３５名 
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レポーター、分科会、要員スタッフ等で職員活躍 

 

分科会：全障研写真提供 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・8月6日(土)、7日(日)の2日間、ボランティアスタッフと

して全障研大会に参加してきました。内容は、大会に参加され

る保護者のお子さん(16 歳以上のなかまの方)が楽しむ場｢な

かまのつどい｣でのサポートスタッフでした。楽器を使って音

楽を楽しんだり、ウォーキングラリーで会場の大学を歩いたり

と、それぞれしたい事に参加して楽しみました。初めて出会う

方達でしたが、どの方もすぐに仲良くなり、短い期間でしたが

笑顔いっぱいの時間でした。色々なスタッフが大会を支えてい

るのだと実感しました。            鞍貫 

 

 

・今回2日間、全障研全国大会に参加し、2

日目はレポーターとして発表しました。重症

心身障害の分科会に参加し、沢山の人の前で

レポートを発表することに初めは緊張して

いました。しかし幼児期や学齢期など様々な

分野での実践報告を聞き、それぞれ違う分野

ですが、同じ重症心身障害者の方と関わって

いる方達なのだと実感し、それぞれの実践を

共有することの大切さを知りました。全国か

ら人が集まり、学びたい、知りたい、と言う

気持ちがたくさんつまった全国大会でした。 

                宮本                         

 

 

・全障研全国大会に参加して、障害がある人の生活は、

様々なモノやヒトなどの支えによって、成り立ってい

ると改めて感じました。そして障害があることで、抱

えなければならない悩みや問題があり、そのことが自

分らしく生きることの障壁になっているのだと感じ

ました。就労支援の分科会では、支援の一環としての

「働く」ではなく、働くための支援をするべきだと気

付かされました。今回学んだことを生かし、みんなが

笑顔で働き続けられるよう、支援していきたいと思い

ます。                 下路 
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熊本地方大震災 災害支援報告 

鞍貫 聡史 

 
 きょうされんからの要請を受けて、被災から1ヶ

月目になる熊本へ災害支援に行ってきました。熊本

に集合したのは、北は東京、南は沖縄まで約30名

の事業所職員やきょうされんスタッフです。初日は

全員で被害の大きかった益城町まで行きました。赤

札の貼られた全壊の家でもそこに住み続ける人や、

車中泊を続けている人が沢山いて、心が痛みました。 

２日目からは２人１組のグループに分かれて訪問

調査を行いました。障害福祉サービスを受けていな

い６５歳以下の障害者の安否確認やニーズを、リス

トを見ながら1軒ずつ調査しました。比較的震災被

害の小さな地区を担当したのですが、どの家でもラ

イフラインが止まった事によって大きな被害を受け

ていました。ある心臓疾患を持つ女の子の母親は、 

停電によって酸素を送る機械が止まり命の危険があ

ったと話されていました。水がとまったことで人工

透析がまともに受けられない方もいました。 

また、避難所での障害者への配慮が不十分で、理

解のない方の声があったり、身体障害があっても炊

き出しには２時間並ばないといけなかったといった

話を聞かせて頂きました。こういった時に負担のか

かるのは、やはり支援を必要とする方達なのだと改

めて思い知らされました。 

そんな中でも、普段から地域の人たちと繋がりの

ある家庭では、周囲の人から理解を得ており避難所

でも対応してもらえたそうです。繋がることの力強

さを感じることができました。 

今回の訪問では、

ほんの少ししか話

を聞くことができ

なかったですが、

どの方も「話を聞

いてくれて嬉しか

った。」「見捨てら

れていると思って

いた。」ということ

を伝えてくれまし

た。しかしここで

終わってしまっては意味がありません。まだまだ被

災地の状況は良くなっていない中で、引き続き障害

者の方々のニーズに応えられるよう、継続した支援

が必要です。今後も被災地の状況に目を向け続けて

いくことが大切だと思います。 

           （筆者 前列中央） 
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今年から新しくあらぐさに入りました、渡邊恋梨

です。ディセンター１のＣグループ職員になり、ま

だ数か月しか経っていませんが、一日一日を重ねる

ことで、私自身を認識してもらえているように思い

ます。 

  

数か月前まで学生だった私が、障害のある人と接

したいとの関心が高まったきっかけは、去年の就職

活動中でした。元々、お年寄りが好きということも

あり、介護職に就くことを目指し、さまざまな福祉

施設が紹介される福祉フェスタに参加している日々

でした。 

就職活動を始めると同時に、お年寄りだけではな

く、子どもたちとも触れ合ってみたいと思いたち、

児童館でボランティアを始めました。その時に、私

が関わった子どもたちは、ダウン症や知的障害のあ 

る子どもたちでした。今まで、障害のある人と関わ 

る接点がなかったため、今では分かることも分から 

なかったりしました。そんな気持ちの動揺があり、

もどかしくなったことが何度もありました。しかし、 

 

私がかけた言葉や返答で笑ったり、喜んでもらえる

時は、私も自然と笑顔になっていました。それから、

障害ということを考えることが増え、知識を知って

いるだけではなく、経験しなければ気づけないこと

があると実感し、障害にも視野を広めようと決心し

ました。 

後日、いくつかの障害施設の話を聞いた中の1つ

がこの「あらぐさ」でした。オリジナルのデザイン

や製品作りの活動、充実した日常生活などに他には

ない良さを感じました。また、障害のある人と向き

合いたいと想えるような場所であると感じ、あらぐ

さに就職を決めました。 

今では、あらぐさの職員として、楽しく利用者さ

んと活動しています。これから、一人一人の想いに

気づき、少しずつ壁をなくしていけるよう成長して

いきたいです。よろしくお願いします。 

 障害福祉センターあらぐさ 職員 

   渡邊 恋梨 さん 

 

   やさしい街づくりを応援！ みんなで楽しく交流しましょう！         

    みんなおいでよ あらぐさひろば  

     ◆ 2016年10月23日(日) 午前11時～午後２時 

       ◆ 障害福祉センターあらぐさ 

            演奏、模擬店、遊びコーナー、物品販売、展示 

               今年もフィナーレは福引きです      （詳細はチラシをご覧ください） 

わたなべ  れな 
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就労支援

事業収入

2%

障害福祉

サービス

収入

93%

その他

の事業

収入

2%

その他の

収入

2%

施設整備

等補助金

収入

1%

収入

3億9100万円

人件費支出

76%
事業費

８％

事務費

7%

就労支援事

業支出

2%

支払利息支

出

1%

借入金元金償

還支出

3%
当期末繰越

金・積立金

３％

支出

3億9100万円

社会福祉法人あらぐさ福祉会よりの報告 

（収入） 

障害福祉サービス収入 

…障害福祉サービスに対する国、

地方公共団体からの介護給付費 

（支出） 

人件費支出 

…常勤職員52人 非常勤職員 

76人 

事業費 

…主に利用者の活動に関わる 

支出 

事務費 

…運営事務に要する支出 

借入金元本償還支出 

…建物・土地の借入金返済分 

平成２７年度 社会福祉法人あらぐさ福祉会 財務状況 

（２７年度の特徴） 

２７年度は、新規で大きな事業はなく、各障害福祉サービス事業（生活介護事業・就労継

続支援 B 型・共同生活援助事業・居宅介護事業等・相談支援事業等）を進めてきた。各事

業の支援を安定させていくことを目標に人づくりを重点に行った。 

 

財務諸表についてはあらぐさホームページに公開しています。 

http://www.aragusa-fukushi.jp/ 
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青嶋芳文 赤城博子 秋山喜美江 阿波谷陽子  

粟野賢 井垣優 生路智子 池田恭子  池田広子 

池田泰子 池田芳子 池辺俊太郎 石田秀子  

石堂宏宜 伊丹路恵 一谷孝 伊地知新太   

伊地知洋晃  伊地知有華 伊藤五郎  伊藤憲一  

稲葉薫 因幡広和 今井三郎 今井千代子 岩倉

美希 植田進 上田義博 上野志保子 江後良平 

大江潤 大釜和子 大木雄大 大島武子 大谷 

智子 大槻さつき 大月裕子 大槻裕治  大坪

晴美 岡本敦子 小川貴士 小川真寿美  荻原

義幸 奥山禎二郎 小田淑子 小谷勝利 乙訓医

療生活協同組合 乙訓地区労働組合協議会 甲斐

幸子 垣内望美 梶尾捷次 医療法人社団片岡診

療所 勝良和子 桂誠司 金森たえ子 金子  

美智子 河合隆平 河村千鶴子 神田千秋 北村

民子 木村篤哉 京都府立向日が丘支援学校  

ＰＴＡ   共和運送株式会社 草野廣 久保節子  

くぼた医院  鞍貫聡史 倉橋克之 黒木サキ子 

粉川晴美 小林まゆみ 小林美恵子 近藤健二 

近藤牧子 斉田昭子 斉藤泰樹 崔本鐘光 佐伯

敏子 坂下佳子 坂本憲哉 桜田吉昭 佐々木 

和隆 佐々木康二 佐藤敦子 佐野顯治 佐野 

さかえ 塩尻光明 嶋本芳輝 嶋本美恵 清水 

富子 下路晴香 新免冨美子 杉谷伸夫 鈴木 

純子 砂山知子 角摂子 住田初恵 瀬川光子   

 

 

                                                                                                                                              

 

あらぐさ後援会 加入・募金 ありがとうございました

 

節田もと 全国福祉保育労働組合京都地方本部あ

らぐさ分会  宋彦一 田上玲子 鷹野安子 髙橋

久美子 高橋嘉子 竹澤哲夫 立山純治 田中 

正恭 田中洋子 田中善久 田中礼子 谷川邦宏 

谷口忠行 谷口弘子 玉井左智子 俵福造 築出

邦子 辻真菜美 辻本勝浩 辻本恭子 津田拓也 

津田みさ子 出口志鶴子 都出とし子 時田麻里 

冨島ますみ 冨永洋子 鳥居敏江 内藤時子  

内藤秀春 内藤敬子 内藤基雄 中川慶子 中川

政之 中川千津子 中川綾子 永崎靖彦 中島 

悠太 司法書士中西正人 中野功 中野史子  

中野司 中野修 中村弘子 中村文子 中山  

恵美子 中山千恵子  夏原典子 西幹夫 西井

美千代 西田政子 西田良平 西村宗昭 けやき

の家代表野々下靖子 橋口マサ子 橋爪早苗  

長谷川朋子  長谷川長昭 波多由紀子 畠中 

清子 畠中勇治 濱川君代 濱中信彦 浜野  

亜希子 浜野利夫 浜野紘久  早川美智子 林

英夫 原木康夫 原木とし子  原田文孝 春田

石油有限会社 ぱんだ企画 久本幸満子 平井 

多津子  平田喜裕 平野みどり 平山功 廣瀬

彩子 広瀬美砂 福山八千代 藤井則男 藤井 

久子 藤本秀延 古川・片田総合法律事務所  

ベーカリーセルフィーユ 堀江幸男 本多三郎             

前田幸子 前田真之介 前田仁 <５ページに続く>            

  

 ２０１６年度のあらぐさ後援会のご加入・更新をお願いします。郵便振替用紙を同封していますの

でご活用ください。ご入金と行き違いになりました場合は、なにとぞご容赦ください。 

あらぐさ支援募金にもご協力をお願いいたします。                 


